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第１ 公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学の令和３事業年度における業務実績評価

について

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会は、「公立大学法人静岡社会健康医

学大学院大学に係る評価基本方針」（令和３年８月３日制定）に基づき、令和３事業年度の

業務の実績に関する評価を行った。

１ 評価に当たっての基本的な考え方

(1) 評価を通じて、大学の教育研究及び法人運営の進捗状況等を分かりやすく示し、県

民への説明責任を果たしていくものとする。

(2) 法人の教育研究並びに組織及び運営についての様々な工夫や特色ある取組を積極的

に評価するものとする。

(3) 次期の中期目標・中期計画、法人の組織及び業務運営の見直しの検討に資するもの

とする。

２ 評価方法

(1) 年度評価は、「全体評価」と「項目別評価」により行った。

(2) 「全体評価」は、(3)の項目別評価を踏まえるとともに、成果目標や法人の特性等に

配慮しつつ、中期目標・中期計画の全体的な進捗状況を総合的に評価した。

(3) 「項目別評価」は、法人による自己点検・評価の結果及び活動目標を基に、当該年度

計画に定めた項目ごとに総合的に検証を行い、中期目標・中期計画の達成に向けた進捗

状況を確認した上で、「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」、「法人の経営に関

する目標」、「自己点検・評価及び情報の提供に関する目標」及び「その他業務運営に関

する重要目標」の４つの目標別に総合的に評価した。
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第２ 全体評価

１ 評価結果と判断理由

(1) 評価結果

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学（以下「法人」という。）の令和３年度

の業務実績に関しては、全体として「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進

んでいる」と評価する。

(2) 判断理由

法人は、静岡社会健康医学大学院大学が、社会健康医学の視点を取り入れ、これま

での健康長寿の取組を体系化し、健康寿命の延伸に資する先端的な施策や研究など

に取り組むことにより、得られた成果や知見を的確に県民の生活に反映させること

を目的に、社会健康医学の「知と人材の拠点」となることを目指して計画を策定し、

遂行している。

初年度である令和３年度は、中期計画及び年度計画に基づき数々の目標に取り組

み、一部については成果を挙げるとともに、次年度以降に具体的な成果を出すため

の下地づくりに取り組んでいる。

法人の中期目標・中期計画の達成に向けた業務の進捗状況については、「第３ 項

目別評価」のとおり、「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」、「法人の経営に

関する目標」、「自己点検・評価及び情報の提供に関する目標」、「その他業務運営に

関する重要目標」の４項目について「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進

んでいる」と認められる。

これらの状況と成果目標の達成に向けた進捗を総合的に勘案し、(1)のとおりの評

価が相当と判断した。

２ 評価に当たっての意見、指摘等

・大学の開学初年度かつ法人設立初年度という大変な状況の中で、全体として非常に

良い実績を挙げていることを評価する。

・実績も知名度もない、開学初年度という状況の中、入学定員の充足を目指し、学生募

集等の計画立案・募集活動等に積極的に取り組んだ結果、入学定員充足率 190%とい

う顕著な成果を挙げたことを高く評価する。
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〔参考〕項目別評価の結果

〔参考〕成果目標一覧

１ 大学の教育研究

等の質の向上に関

する目標

Ⅰ

特筆すべき

進捗状況

Ⅱ

順調に

進んでいる

Ⅲ

おおむね順調

に進んでいる

Ⅳ

やや

遅れている

Ⅴ

重大な改善

事項がある

２ 法人の経営に関

する目標

Ⅰ

特筆すべき

進捗状況

Ⅱ

順調に

進んでいる

Ⅲ

おおむね順調

に進んでいる

Ⅳ

やや

遅れている

Ⅴ

重大な改善

事項がある

３ 自己点検・評価

及び情報の提供に

関する目標

Ⅰ

特筆すべき

進捗状況

Ⅱ

順調に

進んでいる

Ⅲ

おおむね順調

に進んでいる

Ⅳ

やや

遅れている

Ⅴ

重大な改善

事項がある

４ その他業務運営

に関する重要目標

Ⅰ

特筆すべき

進捗状況

Ⅱ

順調に

進んでいる

Ⅲ

おおむね順調

に進んでいる

Ⅳ

やや

遅れている

Ⅴ

重大な改善

事項がある

目標 目標 実績

学位取得者の輩出 50人（期間累計） －
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第３ 項目別評価

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１ 評価結果と判断理由

(1) 評価結果

大学の教育研究等の質の向上に関する目標の進捗状況は、「中期目標・中期計画

の達成に向けて順調に進んでいる」と評価する。

(2) 判断理由

大学の教育研究等の質の向上に関する目標について、当評価委員会が検証した

結果、年度計画記載の 46 項目全てが「計画を順調に実施している」と認められた。

また、活動目標は、８目標中１目標が「計画を大幅に上回って実施している」、２

目標が「計画を上回って実施している」、５目標が「計画を順調に実施している」

と認められた。

これらの状況等を総合的に勘案し、(1)のとおりの評価に相当すると判断した。

(3) 特に評価する項目

・中期目標期間において 50 人の学位取得者を輩出するため、入学定員を上回る入

学者を確保した。（No.6)

・社会健康医学研究により得られた知見や成果を、行政や医療機関などと連携し

て社会実装する取組を推進し、論文・学会発表を通じて、国内外に積極的に情報

発信した。（No.27）

・外部資金を活用した研究や、国内外の大学や研究機関をはじめとする産学官と

連携した研究を積極的に推進した。（No.34）

２ 評価に当たっての意見、指摘等

・学生との懇談会を通じて授業体制を改善する等、学生目線での運営を行ってい

ることを評価する。引き続き、本学の特性に合った教育研究体制の整備に取り

組むことを期待する。

・科目履修生に対し、個別に面談して受験を促す等、様々な機会で多様な募集活動

を行っていることを評価する。
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〔参考〕小項目評価の集計結果

〔参考〕活動目標一覧

区分

評価

対象

項目数

SS

計画を大幅に

上回って実施

している

Ｓ

計画を

上回って

実施している

Ａ

計画を順調に

実施している

Ｂ

計画を十分

には実施

していない

Ｃ

業務の大幅な

見直し等が

必要

１ 教育 17 ０ ０ 17 ０ ０

２ 研究 15 ０ ０ 15 ０ ０

３ 成果の還元 ６ ０ ０ ６ ０ ０

４ 国際交流 ５ ０ ０ ５ ０ ０

５ 人材の確保 ３ ０ ０ ３ ０ ０

合 計 46 ０ ０
46

(100.0％)
０ ０

区分 活動目標 目標 実績 評価

１ 教育
入学定員充足率

100%（期間平均）

100%（年度）

期間平均 190%（190%/１年）

Ｒ３実績 190%（19 人/10 人）
ＳＳ

教員の FD研修参加率 毎年度 100% Ｒ３実績 100%（19 人/19 人） Ａ

２ 研究

論文件数及び学会等

発表件数

120 件（期間累計）

20 件（年度）

期間累計 61 件/120 件

Ｒ３実績 61 件/ 20 件
Ｓ

外部資金獲得件数
20件（期間累計）

３件（年度）

期間累計 10 件/20 件

Ｒ３実績 10 件/３件
Ｓ

３ 成果の還元

連携協定締結団体数 ５団体（期間累計）
期間累計 ２団体/５団体

Ｒ３実績 ２団体
Ａ

研究成果の施策反映数
１件/年度（期間平均）

１件（年度）

期間平均 1.0 件（１件/１年）

Ｒ３実績 １件/１件
Ａ

シンポジウム・公開講

座の開催回数
毎年度３回 Ｒ３実績 ３回/３回 Ａ

４ 国際交流 交流協定締結数 １件（期間累計）
期間累計 ０件/１件

Ｒ３実績 ０件
Ａ
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Ⅱ 法人の経営に関する目標

１ 評価結果と判断理由

(1) 評価結果

法人の経営に関する目標の進捗状況は、「中期目標・中期計画の達成に向けて順

調に進んでいる」と評価する。

(2) 判断理由

法人の経営に関する目標について、当評価委員会が検証した結果、年度計画記載

の 11 項目全てが「計画を順調に実施している」と認められた。また、活動目標は、

２目標中１目標が「計画を上回って実施している」、１目標が「計画を順調に実施

している」と認められた。

これらの状況等を総合的に勘案し、(1)のとおりの評価に相当すると判断した。

(3) 特に評価する項目

・競争的資金や産学民官連携による共同研究費・受託研究費などの外部資金の獲

得、大学の実績を通じた寄附金の確保等、積極的に自己収入の確保に努めた。

（No.66）

２ 評価に当たっての意見、指摘等

特になし。
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〔参考〕小項目評価の集計結果

〔参考〕活動目標一覧

区分

評価

対象

項目数

SS

計画を大幅に

上回って実施

している

Ｓ

計画を

上回って

実施している

Ａ

計画を順調に

実施している

Ｂ

計画を十分

には実施

していない

Ｃ

業務の大幅な

見直し等が

必要

１ 業務運営の

改善
８ ０ ０ ８ ０ ０

２ 財務内容の

改善
３ ０ ０ ３ ０ ０

合 計 11 ０ ０
11

(100.0％)
０ ０

区分 活動目標 目標 実績 評価

１ 業務運営の改善 職員の SD研修参加率 毎年度 100% Ｒ３実績 100%（17 人/17人） Ａ

２ 財務内容の改善 外部資金獲得件数【再掲】
20 件（期間累計）

３件（年度）

期間累計 10件/20 件

Ｒ３実績 10件/３件
Ｓ
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Ⅲ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標

１ 評価結果と判断理由

(1) 評価結果

自己点検・評価及び情報の提供に関する目標の進捗状況は、「中期目標・中期計

画の達成に向けて順調に進んでいる」と評価する。

(2) 判断理由

自己点検・評価及び情報の提供に関する目標について、当評価委員会が検証した

結果、年度計画記載の３項目全てが「計画を順調に実施している」と認められ、こ

の状況を総合的に勘案し、(1)のとおりの評価に相当すると判断した。

(3) 特に評価する項目

・大学のホームページやソーシャルネットワークサービスなどの広報媒体を活用

して、教育研究活動や地域貢献活動に関する情報などを積極的に発信した。

（No.70)

２ 評価に当たっての意見、指摘等

・開学初年度に、募集定員を大幅に上回る応募があったことは、広報活動を通じて

本学の魅力を伝えた成果であり、関係者の広報活動に対する努力を高く評価す

る。引き続き広報活動に取り組み、県民目線で、本学の魅力を発信していくこと

を期待する。

〔参考〕小項目評価の集計結果

区分

評価

対象

項目数

SS

計画を大幅に

上回って実施

している

Ｓ

計画を

上回って

実施している

Ａ

計画を順調に

実施している

Ｂ

計画を十分

には実施

していない

Ｃ

業務の大幅な

見直し等が

必要

１ 評価の充実 １ ０ ０ １ ０ ０

２ 情報の公開・

広報の充実
２ ０ ０ ２ ０ ０

合 計 ３ ０ ０
３

(100.0％)
０ ０
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Ⅳ その他業務運営に関する重要目標

１ 評価結果と判断理由

(1) 評価結果

その他業務運営に関する重要目標の進捗状況は、「中期目標・中期計画の達成に

向けて順調に進んでいる」と評価する。

(2) 判断理由

その他業務運営に関する重要目標について、当評価委員会が検証した結果、年度

計画記載の９項目全てが「計画を順調に実施している」と認められた。また、活動

目標は「計画を順調に実施している」と認められた。

これらの状況等を総合的に勘案し、(1)のとおりの評価に相当すると判断した。

(3) 特に評価する項目

・全ての教職員を対象として全般的なハラスメント防止研修を行ったほか、アカ

デミックハラスメントに特化した研修を全教員向け及び相談担当者向けにそれ

ぞれ行い、ハラスメントの防止に努めた。（No.77、78)

２ 評価に当たっての意見、指摘等

特になし。
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〔参考〕小項目評価の集計結果

〔参考〕活動目標一覧

区分

評価

対象

項目数

SS

計画を大幅に

上回って実施

している

Ｓ

計画を

上回って

実施している

Ａ

計画を順調に

実施している

Ｂ

計画を十分

には実施

していない

Ｃ

業務の大幅な

見直し等が

必要

１ 施設・設備

の活用、管理
１ ０ ０ １ ０ ０

２ 安全管理 ５ ０ ０ ５ ０ ０

３ 社会的責任 ３ ０ ０ ３ ０ ０

合 計 ９ ０ ０
９

(100.0％)
０ ０

区分 活動目標 目標 実績 評価

３ 社会的責任
コンプライアンス・ハラ

スメント研修の実施回数
毎年度１回 Ｒ３実績 ３回/１回 Ａ


